
果樹の高冷地適應性に關する研究

高 馬 進

7,緒言- 開拓地と高冷地

外地よりの緑園が多くなるにつれ,過剰人口の一つのはけtjとして食糧増産の薦めに原野叉妊林地の

開拓が国策として取上梓られた結果,1917年に重囲に於て開拓可能砲として,内地85万町,北海道70万
(I)

町,合計155万町をあ陣ている.開拓局の虞野氏に依ると,総合開発地域として 北海道を除き50地域を

あ抄ている中から1ヶ所2000町以上の開拓可能地をあゆで見ると19願,全面積で約105万金町で.其の中

開拓適地は159.000町に及ぶ｡これ等適地の地形は火山が15,台地が3,山地2,海岸低地1となっていて

開拓地の大部分が高冷地である｡

第1表 内地における

標高別開墾可能地面鏡

第2表 長野願における
梗高別開墾可能地面積

可能であるかを知ることは,

之等の農耕可能高冷地を標高別に見ると,第1麦の枝に標高800m以上

だけでも334.230町となり,取扱q)如何に依っては人口食糧問題解決に大

いに貢献する｡

特に山国である長野願で紘八ツ岳,浅間山,御岳 等の虞大な裾野.夢

科高原,菅平高原,霧ケ峯高原 等多くの高冷地をか lえている.此等長

野原高冷地中盈排可能地域を標高別に見ると第2表の様に800m以上だけ

で13.000余町歩もある｡

此等の高冷地に農耕を始める場合,平地の農業を其の陸移すことは甚だ

危険で.夫々の環境に達する作物を栽培する枝に勉めることが 大切であ

る｡此の場合高冷傾斜地か多いので柏木農業の研究が重要な場面であるO

殊に従乗の果樹又は これに近い食用樹木を取入れることが出乗る場合に

は果樹に対する愛着から-Jg-土地に対する愛着が出釆て,知らず放 らずの

問に永住の気持ちが出禿て 開拓に成功する礎となるものである｡農機の

美しい花は春を賑わし,秋には果物の味を奨しむことが出来て殺風景な開

拓束持をなくすろことも出来興味深いものである.

従ってどんな果樹がどの程度の標高迄栽培可能であるか,又経済的にも

長野原は勿論我国として高冷地開拓を進めて行く上に必要なことである｡

比の点が本題の調査研究を授け按とする所以であろ0

本研究施行に当り文部省科挙研PL費をうけた｡教に記して深謝の意を表す.文教重点北洋昌明君 と労

苦を共にした,記してねぎらいの辞としたい｡

2.標高に依る気象の変化と緯度に依る型化

Ⅰ,気 弓盈

高冷地の気温は久保博士の指摘する疫に,地域地域で異()高緯度地では低緯度地よりも低vl山で気温

の低下が著しい｡標高128;mの八ツ岳西麓 (360_～)の菊塩の年轡此披 北海道羊蹄山麓 (43OIN)の標高

400-500mの気湿の年変化と酷似していろ｡

現在長野原にて準具が栽増されている地域中で最高の標高と思われる地域捻,諏訪郡長野村1包70m及
(:ll

び八ツ岳酉恋1285n,･の地域であるO八ツ岳西濃の気温の年襲化は第3表の枝である.即ち 900-1300m

の標高差に依ろ年平均宗淀は約10-7度の間であって,軍異戟培埠の年平均気環と孝一敦している｡鍔
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って年平均気温のみから云うと,標高1300111の地域に於けろ準果栽培は可能 と云える

第3表 八ツ岳麓西斜面の標高別最高最低の平均による月平均気温
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(長野探)

此の気温を平地で調べると43度､h')の北海道の札幌であって相当の成坑を収めているし,44度(N)の

網走にも栽培されているので,之等軍男親増の北限に近い地方の嘉淀の年変化を示すと第4及第5一夫で

ある｡

第4表 札 幌 の 気 温 降 水 量 の 年 撃 化 ⑥
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l第5宏 網 走 の 気 温,降 水 畳 の 年 奨 化
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札幌の年平均気温は7度Cであるから,八ツ岳西濃1300mの地と昇同様である｡革具栽培の北限と云わ

れる/m走では5.7度Cで一段と低いO他に影響するものがない場合には 地表よりlOOm高まるにつれて気

温は0･5度低下するので網考の年平均気温迄低下するとすれば,長野原で紘頗高1500-1600m近く迄栽

培可能と云うことになるが,中生でも熟調の精選いものは注意を要する｡

併し急激な低温が訪れるとか,随分遅れて晩霜が乗るとか,日々の変化が大影響を輿えるものであり

畢具の槙群は0710度C内外で実写をうけるが,枚や幹は 0下30度(C)迄耐えるものであらから,我国で

は冬期の低週は影響が少い｡握って1年中の気温では冬休眠中の気湿より生育期間中の気温が重要な影

響を輿えるものである｡嶋博士に依ると4-10月迄の生育期問の嘉過の平均が18度C内外の地域が苧果

栽培の中心であるから,比の様な気温であれば何uFln軽でも優良なものを生産する｡

現在板東に於げろ革具主産地の生育期間の苧均気温と雨量を見ると,第6麦の校で4-10月の平均気

湿が18度(C)の所が主要な産地であるO比の点から云うと長野薪に於ける標高9DOI-1以上は示通と云うこ

とになり500-700mの地域が主産地と云うことになる｡併し札幌でも相当な芋巣を生産している所から

札幌に近い苧環を生産する言割こは標高130cm近く迄可能であろう｡長野原南佐久郡の野連山(1360m)紘

現在不可能とされているが網走よりや 南ゝに偏することとなり,軍票の北限に近いと考えてよい.

生育訊問の気温中で6-8月の気温が余り高温に過ぎても面白くなく,18-24度位がよい枝で,比の点

から云うと札幌が漸く範囲内にあり,長野原の標高1300nlの地はこれに近いことになるので,先ず標高

1300mの地域迄は革具栽培が可能と云ってよいだろうO予定量指数は畢60度以上の地域となるO通景指数

のみから云うと準晃は緊理のかIくの如き地帯､泣葺指数60-70)に原生,淘汰改良された果筒である｡こ



第 1囲 八ツ岳西農(90011コ,1000】七,1300m)

と札幌及び網走の月平均気温
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第8表 札幌,網走の気温

第2鼠 標高に放る温度較差

.･.
i

〃

F

J

7

一･･.
ill

六 二 一

も R 明 晩

3

れ以上の標高の地域については低温の網走に栽培されてい

る事実から長野願に於ける準党栽培J7高眼は地形を選びさ

えすれば標高 15.000-16･000m迄上り得るものであろう｡
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第7安 八ツ晶妾宅の生育期中の気温

I(,況 貴 較 差

ある限度内に於いて日中気湿が高 く,衣問低い場合には

その結果として日中は同,lt.作用か盛んで朱水化物が書法さ

れるのに,諮問は呼枇作用が抑制されるので消費が少 く,体

内の茨水化物は日 増々加 して行 く｡その結黒,掛の成熟を

早め果実7)肥大にも好影響を興えろのであるが,今回長野

県内で標高の高い地方と低い地方との毎月の温度較差を調

べた研第9宏の枝であった｡即ち標高の高い所必ずしも混

度較差は大きいと云えないっ

温度葦差にも限度があって,如何

に較差が大きい程よいからと云って

/レ坪i}) も徒らに夜間匠堤に過ぎることは考
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え物であり,日中高温過ぎることも

Ej] 有害であろうo従って格物の生育に
適当な限監 (口中過度及び夜間塩安

共IJ内に於て賛差がJCきい程好適(..I

詔である｡

堤って位沼地に於て絵却て較差の

少い方が倍物の生育に好都 合な場合

もあるが,断る地方は果実の生産に

終不適当である9
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第9表 高 冷 地 寵 に 低 地 の 毎 月 温 度 較 差
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普通夏作と冬作のfBは香か霜と晩霜であるO高冷地の夏の畏巣は無霜期間の作物栽培であって播種は終

霜前後に行われているC

斯様に農業上重要な霜杜標高の高まるにつれ初霜は早く晩霜は晩くなるかと云うと必ずしもそうでは

ないO之は高冷地は傾斜起伏が大きく,地形の変化に富んでいるので,降霜紘影響が大きいに拘わらず

標高の開床からはぴったりと来ないO併し同様な地勢,方位では標高の低い所から高い厨-と降霜は遅
(At)

れて行くであろう0第10表妊長野原に於ける標高と降霜期について示したもので,棟高とは必ずしも一

致していないO堪って個々の地域に就 第10宋 標 高 と初 霜 と終 霜
いて初霜早く晩霜の晩い地域抹果樹栽

培としては避けた方が安全である｡

取 口 .照.

高冷地は概ね雨,曇天,霧が多く,

且周囲の山が日光を遮る薦め平地より

日照時間が少い.第11天は標高別に日

照時間を比敬したものであるが,八ツ

岳西濃は年間を通じて相当の減少を示

している｡只追分が標高1000m余であ

り乍ら相当の日照時間を示 しているこ

と紘注目すべき所であるo此の様な日

.q時間も生育斯問に変化が少い場合に

は此の差異も左程重大でないO生育期

問の日照時数を比較すると第12表の様

である｡(第3囲参照) '

地 名(長野楳) 標高 平均警可特別の雲合 島 脚 の雲合

八ツ岳養 m 月-1285 9.芸9 9.ll-10.13 月与.-03 6.7～5.6

菅 平 1三汀0 9.30 9.6～lO.12 6.27 6.17一一与.10

戸 隠 leOO 10.19 10.7～11.5 5.12 '6.37～壬.i:7

川 上 1167 10.-0 9.-04～10.9 6.31 6.13-ー5.17

大 平 1140 10.1 9.-04一一10.8 6.ll 6.13一_6.8

和 田 ;:三ooi1100:;80 10.9～11.3 5.16 5.31～4.39
奈 川 9.-01-10,13 5.24 5.-05_5.12

伊 部 ー堅 - 10.6J～11._oS 5.7 5.-03～4.-05
両 島 9.16～11.4 5.15 5.30～4.-01

野 澤 1O.19～10.i}S 5.6 5.11ー6.3

別 所 [ 587 10.1}S 10.6､.ll.26 5.6 5.27～4._q3

坂 城 420 10.-07 10.3-0～11.3 5.7 5.-06～4.-00

長 野 418 10,31 10.7--.ll.9 5.8 6.30-_4.16

篠 井 356ilO,_Q.3 10.32′-ll.-00 5.8 6.30.-4.4

両帝坤に於て郎 ～10月野口冊時革が明かに少い9比の中でも… 耳の碍nu輔 車三毛7-8月が少vlo
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之等の期間は年,'C通じて光線が払い時であって,比の時に日月試時間が少いことは茨水化物の生成も少く

延いては粉体の成熟,売笑並びに-R英の肥大,成熟にも好ましくないことが起る｡

第11表 標高の差とE]照時数 (ジヨルダン式に依る) ⑥
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第3臨 標高と日照時数
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第12天 生育期問のE=現時数
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I.li.Gollrgley⑤氏も張い光線は果樹の花芽の形成

に必要であると述べているが,此の頃に日照時間が少い

ことは見切栽培上不利な影響の一つであるQ

日照が不足する所え初霜が早 く乗る場合には放任の成

熟,果実の成熟が終らない問に低温に合う結果になり,

枝の不充実部分は枯れ,果実は未熟の笹塚牧しなければ

ならない｡苦し枝に着果せしめた位放置する場合には夜

は凍結し日中は融けるので果実は早期に哲敗する0

1㌧閃 丑

降雨は第13表の按に標高が高いから少 く,低いから多

vlとは必ずしも云えないo之抹標高よりも地域的の影響

を受けることが大きいからであるO
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八ツ高所農及菅平の降水量は長野(994,3mm)上田934.0mm)より造かに多い｡又気温の似た札幌,

発川は りも多い｡
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標高の童異と降水蒐

､J

㌧ ト も 1 号 1 lb.. I.i I L 叫

特に菅刊ま冬の降水量即雪が約2倍に達して

いるのは崇日本型の著しい現象である｡且7,8,

9月にも多vlのは末日巷型であるから菅平･は表

裏日本型の中間であろ｡八ツ岳,追分共に表日

本型であるC比の雨量の分布を見ると第4筒の

様に高冷地では最高の山が6月叉は7月に現れ

次の低い山が9月に発ているが,低地では最高

の山昼遅れて9月に現われ第二の低い山が6月に

現われていろ｡之が薦めに高冷地では横棒の生

育には好都合であるが,-R英の肥大には稽不足

する場合も起るので麓況用貯水池の必要がある

吉,標高に依る黒蜜形質の変異

標高の高い地域では前述の様と鼠侠的に色々

と差があるので,果樹に及ほす影響 も看重々 であ

るが,先ず経済的に開係が深い果実の成熟と異

形il=現われろ変化を,各区10男を用いて調査し

たO

-栗一笑の成熟過程は多い酸度が次第に減少する

と共に,糖分が次第に増加してくるので糖酸率

が人になって或る一定の所に乗ると完熟と云え

ろO国光では糖分が14=%位,糖酸率が30位にな

るものである｡

高冷地にて晩生革具が宗署におかされない頃

(11月上旬迄)に採牧するとして,其の頃の成熟度が低地軍票の成熟度のどの程度に当るかを国光で調

べた所第14及び15表を得たO

第14表 国光芋晃の/%分及酸度の

時期的撃化 (標高760m)

測定月日l糖 較 壁l籍●酸.率

14.3 j 0.51

ll.SS
1-i.0

17.0_～

_01.51

21:i51

_0.-).丁三さ

_08.04

第15表 高冷地苧男の糖分と酸度

革具栽培には気候的に相通している標高760mの地(上

伊部郡南箕輪村)の国光を10日おきに採取 して糖分及び

酸度を測定 したO(第14表)次に高冷地 (12701n)である

- 諏訪郡泉野村の国光を普通の抹牧期である11月2日に抹

放 して特分及び軟度を測定した (第15表)｡後者が前者成熟7)どの程圧の所に当るかを見ると,第5田の

様に精分酸度,糖酸皮共に10月始め頃に相当するので,127Omの高冷地の成熟定性760mの低地の成熟

度にくらべて約1ケ月遅れる様である

従って斯る高冷地 (1270m)では国光の様な晩生品霞の我増は晶質の劣悪なものしか生産出来ない0

之に野 し中生の紅玉では11月始めに祈分は充分高まっているが,隈壁は硝高い倍であることは注目すべ
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き所である｡

生育期間なかばにして成熟する早生の班の糖分及び駿皮を調べた厨第16表の様であった｡

第16表 高冷地に放ける早生革晃の債分及び酸度

採 取 場 所 座 高 桓 覆憎警棒 分 ･L.ニート

市場に於ける債格の点から署低地と同時完封こ探放され

ているので,標高が高い所も低い所も黍同時に探放して

調査した肝,糖分に於てほ標高に依る差異は認められな

かったが,酸度にあって絵絹その傾向らいJ,ものがあろ

が確然としTi:いC従って折壁率は殆んど差異はないO即

ち早生軍兵は低地でも高冷地でも品質上の差異は認めら

れないので.低地と同じ程度の品質の果実を生産するこ

とが出承る｡

概して高冷地は平地に比し成熟の遅延が予想されるが

比の成熟の遅延は貯蔵性に対･し興味ある問題を提供する

ものと考える｡

第5匿l標高760mの国光の糖分,酸度,

糖較卒の季節的変他

細
い
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｣.刺

高冷地軍男の鬼窪を見ると第17宏の校に標高が高くな

るにつれて小形にな之傾向を示している.又泥だ,横径比を見ると.泉野村の国光は0.812,紅玉は0･
850,雷みのわ柑国光紘0.866,富田柑国光は0.871となり,高冷地の軍兵が低地のものに比して硝扇風

傾向を示している｡

第17表 高冷地等具の果形の肥大について･t

採 収 場 所

諏 訪郡 兼 野 村

T'r-;] 上

上伊部郡南箕輪相

同 苫 田 村

I
品 位 !畏大黒慣

6

0
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4

■7
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ユ
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eJ
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Rり

一⊥

l

1

1

果 実 ‡異 心
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m
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1

Ct

e]

CU

Od
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･Gi

97

19

28

♪U
6

7

7

cm
53

去葦 IE-::-;jL:::-.I.:-:I:二.ミ!r:

3.5三割 0.39

1

8

9

0

I.?

4

0.65

0.T)1

0.54

0.56

異心が果実封射こ占める割合は標高の高低に絞って殆んど差異は認められない｡

晩_Ef=薄黒は高冷地と低地とでは肥大指溝口中に於いて気象促件に相当差異があるので果実肥大にも差が

ある枝であるが,早生の;T-ujTEについては第18表に示す枝に標高に依る差異は果実肥大に関して認められな

かったD又把の把大成長明の累乗的族件の穿化が少vt馬めか標高の高既が異形に及ほ･す影響は全く認め

揮い9
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第18表 早生革具の高冷地における肥大

採 収 場 所 l標高 !品種 l果 重L綻径 t横 径

4.標高と果横栽培

趣味的に1本2本を栽培する場合には保護的取扱を施す関係から可なりの貰地に於ても栽培されてい

るのを見ることがある｡此の様な特殊な取扱いをせずに1度(C)でも案地へ適度範囲を按大することが
出乗ると大いに果実の生産を増大することが出乗る｡

第19表 長 野 原 に お け る 高 冷 地 の 果 樹 の 種 新

堅空軍をi果 樹 の 環 塀 品 種 座悪71(
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現在高冷地を多 くか 1えた長野原にてどんな標筒まで果樹が実際に栽培されているか聞き取りに供つ
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て11郡21ケ村に就いて調査したものが第19表である｡比等高冷地の晃椴は喬木性のもののみで約10稜40

数品種が栽増されてやる.主なものは第20麦の床であろ0第20表で見ると,軍兵が最も多 く栽培されて

いることが分る0

第'20衣 長 野 原 に お ける高冷 地 と果 樹の品 種
部名l村名
下高井

上高井

小 県

北鮭

リ ンゴ lクル ミ葛力 率 l州 lゥメlナ シ lモ モlチェリー fTンズ
閥光紅玉 旭言祝
印度 デリシャス
国光紅玉
デリシャス傍陽i国濫紅玉 他
国光 紅玉 耽旭
デ1)S/ヤス他
国光紅玉 耽旭
印度チリシャス

i胤楕
!芸士
常松波曇摩繁筑北東 野見盤川田

西筑套到

奈川

国光紅玉蹴印度
デ1)シャス

オニクル ミ

オニクル ミ

シナノクノレ
オニクル ミ

シナノクル
シナノクル

カシクル

国光紅玉 旭他

光り光り光度園デ踊デ圃印_-/t/l

紅玉 旭畝シャス他紅玉 印鑑シャス
う‡1二T.;;:モ
開‡卦国光紅玉 疏
(胃歪幣浩
ス
円)L;
.Lill.三
l:
.

国光討二‡に
闘光~寿†ヨ三
デリシャス

オニクル ミ

ミ,ヽヽヽ

四幕 コネリ

キガコ粟来来在在在

午ガ
rE:I

コ

蜂

年波在

在来

提蜂
他
梧
匁
鞭
.L;
蘇

ォニクル ミ 盲書芸も柿

オニクルミヒメクルミ
オニクル

ミオニクルミ
カヤバヤシ
田滞在釆

ミ..;∴ 晶 lS.l･':-I

在汁｡利

釆

後乗.後備在備石11t項ー町～&..ト.両1両栗クククククク渡仏淋_搾_撫卜葦t匪庭師

H
:
黒t
':J

il'
.

:､摩‡響y*梨庭釆 I
紀世廿

廿世紀

廿世紀長十部

長十郎
刷
ヤ廿長廿
バヤ在

_-′l
/-
(
シ"シ郎ナ紀郎拙トナ
十マ世十世一マ釆

姦芸七月加賀甘悦山梨
但東
筑摩郡滋田村にブドー
でコ./3-ド,ナ
イ
･
ilガラ,
デラウエアがあるO
何れの鞄でも本音,ス
グ･)等の雪に埋り,
その結果相当の高冷地でも生育をつゞげろことが出来るだ

ろうと思われるのに,
栽培されていないのはアメリカの塊状と照し残念であるL.

洋梨
,
r
L
按排
,
造柿は山形
,
盛岡に多く,
カシクルミは能代にある所から,
第21表中此等山形,
盛岡等

と近似気温の按高地を長野原内に求めると暑800m前後の地域である｡

日本梨栽培の北の中心と考えられるのは両島,
新潟であるが
,
之等地方の気温と近似の地方は飯田で

ある｡
従って日本梨は500m壕が栽増の中心であるので,
落襲果樹中でも標高の低い所に適する果樹で

ある｡
葡萄も両島
,
山形
,
弘前に栽増されていたので長野原でも8OOm余の所で可有望である.
併し中国の按

に冬地中に枝を哩捜して塞きから操琵すれば可なりの標高迄可能であるo
苧期ま謁喧g)様に相経毎朝勺には標高1300m遼東で,
自家沿費なら約1500mまで耶巨である9
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第21表 各地の気温と降水景 (mm)

願 名目 地 名恒 緯可 梧 可芸瑠 l蒜 憲讃 読柄年讐
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1LD.7
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4

d
ユ
9
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7

0

9

A
▲
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9

8

51
5

AAi/

1

4

0
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c]
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4

)∂
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1

7

βU
4

61
1

0

9

9

m0

9

8
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6

7
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言語;
上
…
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s
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≡

1
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……
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166L'･8i2-0
41
･
6

郁 の々果樹を標高の

高い土地で家僕的に栽

増し持ても,生産物た

る果異の斡遠に困難を

生じてくる｡従って相

当面積を親増する場合

に輸送促件は果実の晶

質を左右する1つの因

子である｡

相当の高冷地に晃園

を設定出来るか否かは

適切な方位の地域を得

るか否かである.今田

高冷地英国の方位を調

べた朗,第22表の枝に

清田が大部分で攻で西

向き東向き,北向きの

順である｡.泉野村上槻

禾(15WOnl)の果図絵西執 こ低く開けているO(第咽 )北,冗,沼に川をへだて1山がある｡傾斜角皮は

10-1･50程度で平地に近い｡従って傾斜を大農の栗田の様に350よで利用するとすれば可なり繁閑の埼七

が出奔る｡

三･ 1日 才子

狩 ミ≒ = = 具 ゝ

lt :i ==_-?_

一･三 ~二二:- :_-二 ニー1-::--二 -
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第23糞は長野農林統計事務所で開き取()に依って標高900m以上の果園の両横を出した｡ 之に筆者が

調査した所を加えたもので,大体の樺向が伺えろ.比の中に葉子胡桃,按挑及び小果樹は含まれていな

いが多少栽巧されている｡鬼胡桃,杭は1100m以上を加えたもので,之より任地にも勿論多いO特に桃

は暖地果樹と考えられているが,最近開拓地の高い厨へ上()つ1あるのは理由があるoGardncl･,1h.iLd-

for(1,及びHooker⑥ 等に依るとIcchll(lの P'cl･ufjol･dに育てられているし,フランスの Bor- 1X,

PcrpLman,nIontrcl】icr,LyoILq,等には桃がよく生育し,フランスの Roscoff英国のPlymouth,}-Jt,

ェーの BelgeIl等には桃が少いかない｡之等の地方の月平均気温から推察すると,冬期(12月～2月)-

3--4Cに低下する厨でも夏期(6月～9月)18ぐC以上であれば栽培が可能である事になるO即ち普通で

は冬嗣の低温には相当耐えろが,夏期の盟友がIJimitingfactor~であるO併し冬の温度も-7--8oCに

なると低過ぎて薬害をうけている｡米国の OrL,gOn州の Portlandで捻6月と9月が16oC,78と8月が18.5

ocで夏期柁低vlが,冬 (5oC)が温和な雷めに枕が可なりよく生育すると云われている.之等の点から

考えると長野原に於ては標高約1000m迄は経済的可能性を示している｡諏訪郡泉野村(1270m)の挑裁培

の退去が比の達の事情を物語っている｡更に達庶性の虞いものに日本李 ⑨ があるが,本調査に紘殆ん

ど見られなかったO本校は北は札幌以北に及び又大陸では藩洲-ルピン以北迄栽培されているQ

5.摘 要

1,長野慰八ツ岳酉麓1300mの地域絵巻北海道の札蛙の気候に似ているo

芋黒栽培の北限と云われる北海道の網走は長野願では標高約1500nlの鞄城に当るO

2,長野願に於げろ芋果栽巧の中心は500-700mの標高になる9
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,
概して標高が高くなる程無霜期間が短くなる詩だが

高冷地は地形の努化が多いので必ずしもそうでわな
∨､｡

4･,苗
令地(八ツ糸田麓)に於てはIJi育期間D日
.
叩
.
時間

5
がirl地より少いo
高冷地(標高1270m)では革具の竣生環(国光)は東

仝な成熟は不可能である｡

11月上旬平地では糖分14位,糖酸率31であるのに高

冷地では11及び20に過ぎない0

6,高冷地では晩生革具は果形小となり,且つ扇風の傾

向を示す｡

7,高冷地用果樹として総軍見 票,胡桃,挑,李,小

異横等がよく,傾斜地では葡萄も面白い.

8,高冷地異国は南面が多い.
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